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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 環状 PEG の物理吸着を利用したナノ粒子分散安定化法の開発 

研 究 責 任 者 ： 山本 拓矢（北海道大学） 

 

２．研究開発の目的 

ナノ粒子の簡便かつ安定した PEGylation は、生物学的応用に限らずナノテクノロジーに関する幅広

い領域において求められる技術である。しかし、現状 PEGylation は化学吸着に限られており、ナノ粒

子種類に応じて最適な分子設計・合成が必要となる。これに対し、構造欠陥のない環状 PEG（c-PEG）

が金ナノ粒子や銀ナノ粒子に物理吸着することで高い分散安定性および生体適合性の付与に成功し

た。本研究では、c-PEG の物理吸着メカニズムの追求に立脚した汎用的なナノ粒子分散安定法の開

発を行う。これにより、ナノ粒子の表面修飾の新たな方法論が確立できれば、薬剤開発を加速させるよ

うな社会的に大きな影響が期待される。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、c-PEG を用いた新たなナノ粒子複合体の分散安定化と特性評価に焦点を当てた。す

なわち、c-PEG の分子量やナノ粒子のサイズが吸着分子数や安定性に与える影響が検討され、分子

量の大きい c-PEG ほど高い吸着力と分散安定性を示した。さらに、c-PEG は AuNPs だけでなく、

AgNPs や酸化鉄ナノ粒子などの多様なナノ粒子の安定化にも有効であり、長期保存安定性を向上さ

せることが確認された。また、c-PEG 修飾を介して RGD ペプチドをナノ粒子に機能化し、細胞への取り

込み促進への応用可能性も示された。また、c-PEG に対する抗体やサイトカインの産生の抑制を発見

し、c-PEG 修飾ナノ粒子の全身投与後の安全性を評価した。 

 

3-2. 今後の展開  

今後、各測定における包括的な条件検討を行い、詳細なメカニズム解析へとつなげる予定である。

また、更に高機能化された c-PEG 誘導体の合成、および生体材料を含めた様々な応用展開を目指

す。さらに、産学連携コンソーシアムを構築することで、診断薬、治療薬、MRI 造影剤などのライフサイ

エンスの分野をはじめとして、ディスプレイ組成物、接合剤組成物、およびナノ粒子触媒の分散安定化

に展開し、社会実装を目指す。 


